
行 政

■
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
５
）

■
こ
ど
も
政
策
課（
内
線
１
７
０
）

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
９
）

■
河
川
公
園
課（
内
線
４
３
５
）

■
長
寿
介
護
課
☎
⑳
７
３
０
１

各
種
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦
覧
、説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す

土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
、土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

公
用
車
に
広
告
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か

岩
永　

シ
ズ
エ（
武
部
町
）

田
島　

ス
ミ
ヱ（
三
城
町
）

中
野　

静
江　
（
上
諏
訪
町
）

寡
婦
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、地
域
防
災
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

右
か
ら

吉
田　

義
則（
前
１
分
団
長
）

小
瀬
良　

清（
前
４
分
団
長
）

市　

長

岩
本　

正
人（
前
14
分
団
長
）

朝
長　

博
幸（
前
副
団
長
）

20
年　

小
玉　

 

泰
磨
（
荒
平
）

岸
川　

 

利　

（
池
田
ア
パ
ー
ト
）

15
年　

小
川　

 

廣
行
（
松
並
第
１
ア
パ
ー
ト
）

大
島　

 

寅
雄
（
新
城
）

長
井　

 

克
好
（
植
松
３
丁
目
）

石
井　

 

勝
行
（
植
松
住
宅
）

10
年　

戸
嶋　

 

正
次
（
東
浦
）

橋
本　

 

昻
芳
（
久
原
住
宅
）

濵
本　

 

惠
悟
（
椎
池
）

阿
比
留 

秀
敏
（
下
諏
訪
）

河
内　

 

一
郎
（
植
松
２
丁
目
）

神
近　

 

德　

（
大
川
田
町
）

5
年　

金
子　

 

一
好
（
日
泊
）

西
永　

 

勇
三
（
木
場
）

川
添 

マ
サ
ヱ
（
三
城
第
２
）

池
田　

 

勝
彦
（
諏
訪
１
区
）

佐
藤　

 

末
男
（
東
諏
訪
）

木
村　

 

時
彦
（
諏
訪
７
区
）

岩
井　

 

英
勝
（
西
小
路
）

石
川　

 

堅
三
（
西
大
村
本
町
第
１
）

中
野　

 

弘
使
（
小
路
口
町
）

森
本　

 

英
敏
（
竹
松
本
町
第
２
）

山
口　

 

隆
彦
（
宮
小
路
２
丁
目
）

筒
井　

 

義
人
（
梶
ノ
尾
団
地
）

　

本
市
に
居
住
す
る
人
で
寡
婦
と
な
っ
て
40
年
以

上
独
力
で
子
ど
も
の
養
育
を
果
た
さ
れ
、社
会
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
３
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
５
月
10
日
、市
コ
ミ
セ
ン
）

　

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
で
は
、基
地
地
先
の
公
有
水
面
を

埋
め
立
て
、施
設
の
建
て
替
え
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、事
業
に
先
立
ち
、こ
の
事
業
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
な

ど
を
調
査
・
予
測
し
、評
価
の
結
果
や
環
境
保
全
の
措
置
な
ど
を
ま

と
め
た
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
縦
覧
し
ま
す
。ま
た
、住
民
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、手
続
き
に
つ
い
て
は
、県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き

　

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
退
団
者

　

長
年
に
わ
た
り
、
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
24
人
の
行
政

委
員
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
５
月
18
日
、市
コ
ミ
セ
ン
）

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

■
内　

容 

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
地
先
公
有
水
面
埋
立
事
業（
大
村
航
空
基
地
整
備
事
業（
仮
称
））

■
規　

模 

﹇
事
業
面
積
﹈海
域
部（
埋
立
面
積
）約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル　

陸
域
部
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、工
作
物
な
ど

■
実
施
区
域 

大
村
市
今
津
町
10
番
地（
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
内
お
よ
び
地
先
公
有
水
面
） 

■
縦
覧
場
所 

﹇
と
こ
ろ
﹈企
画
政
策
課

 

﹇
と
き
﹈７
月
23
日
㈭
ま
で（
閉
庁
時
は
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

■
説
明
会 

・
７
月
13
日
㈪　

中
地
区
公
民
館　

・
７
月
14
日
㈫　

郡
コ
ミ
セ
ン

 

・
７
月
15
日
㈬　

市
コ
ミ
セ
ン　
（
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
）

■
事
業
者 

九
州
防
衛
局

■
問
い
合
わ
せ 

九
州
防
衛
局 

調
達
部
調
達
計
画
課 

☎
０
９
２（
４
８
３
）８
８
２
５　

  

０
９
２（
４
７
６
）１
９
２
９

■
土
砂
災
害
警
戒
区
域
…
急
傾
斜
地
の
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、住
民
な
ど
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
危

 

害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
で
、危
険
の
周
知
、警
戒
避
難
体
制

 

の
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
…
急
傾
斜
地
の
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
、建
築
物
に
損
壊
が
生
じ
住
民
な
ど
の

 

生
命
ま
た
は
身
体
に
危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
で
、特
定
の

 

開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制
、建
築
物
の
構
造
規
制
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

指
定
し
た
土
地
の
所
在
地　

西
部
町
、日
泊
町
、今
村
町

 

※
指
定
区
域
は
河
川
公
園
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

市
の
財
産
の
有
効
活

用
と
、地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
に
、公
用

車
へ
の
広
告
掲
載
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

掲
載
車
両

長
寿
介
護
課
が
管
理
す
る

公
用
車
21
台

車
両
運
行
状
況

年
間　

約
２
４
０
日
、約
５
，０
０
０
㎞

掲
載
料
金

募
集
価
格　

５
，０
０
０
円
／
月

掲
載
位
置

前
部
ま
た
は
後
部
の
ド
ア
で
、左
右
両
側
面

掲
載
期
間

９
月
１
日
㈫
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
㈬

募
集
期
限

７
月
31
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.om

ura.nagasaki.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
貨
物
19
台

軽
自
動
車
乗
用
２
台

か

市内の交通事故発生状況 5月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人身事故238件（+32） ▼死者 2人（±0）

▼負傷者 299件（+28） ▼物損事故 567件（－12）

50㎝×50㎝×2面
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に
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）

濵
本　

 

惠
悟
（
椎
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目
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）
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（
木
場
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（
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１
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（
東
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時
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（
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（
西
小
路
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石
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堅
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（
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本
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中
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（
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路
口
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（
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）
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彦
（
宮
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路
２
丁
目
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筒
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義
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（
梶
ノ
尾
団
地
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本
市
に
居
住
す
る
人
で
寡
婦
と
な
っ
て
40
年
以

上
独
力
で
子
ど
も
の
養
育
を
果
た
さ
れ
、社
会
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
３
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
（
５
月
10
日
、市
コ
ミ
セ
ン
）

　

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
で
は
、基
地
地
先
の
公
有
水
面
を

埋
め
立
て
、施
設
の
建
て
替
え
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、事
業
に
先
立
ち
、こ
の
事
業
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
な

ど
を
調
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・
予
測
し
、評
価
の
結
果
や
環
境
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の
措
置
な
ど
を
ま

と
め
た
環
境
影
響
評
価
準
備
書
を
縦
覧
し
ま
す
。ま
た
、住
民
説

明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、手
続
き
に
つ
い
て
は
、県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き

　

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
退
団
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長
年
に
わ
た
り
、
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
24
人
の
行
政

委
員
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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（
５
月
18
日
、市
コ
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ン
）

永
年
勤
続
功
労
者
表
彰
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上
自
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隊
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面
埋
立
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業（
大
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称
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■
規　
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事
業
面
積
﹈海
域
部（
埋
立
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11
ヘ
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は
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前
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・
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・
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月
15
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コ
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７
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調
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…
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崩
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が
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ま
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は
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が
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と
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で
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険
の
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避
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体
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備
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ま
す
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に
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造
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。
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に
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。
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市内の交通事故発生状況 5月末現在　※（　）内は前年同期比
▼人身事故238件（+32） ▼死者 2人（±0）

▼負傷者 299件（+28） ▼物損事故 567件（－12）

50㎝×50㎝×2面
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